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F  8 愛 媛 県 の 学 校 教 育 に お け る コ ン ピa  ー タ 導 入 の 動 向

一 主 と し て 中 学 校 技 術 ・ 家 庭 科 教 育 に お い て ー

松 山 東 雲 短 大　　　 峰　　 弘 子

s  的　 新 学 習 指 導 要 領 で は、 中 学 校 にr 情 報 基 礎J  , 高 等 学 校 にr 家 庭 生 活 と 情 報ｊ･、

「 家 庭 情 報 処 理 」 等 の コ ン ピa.  ー タ 教 育 の 内 容 が 設 定 さ れ、 学 校 教 育 に お け る コ ン ピ ュ ー

タ の 導 入 が 積 極 的 に 推 進 さ れ 始 め た。 そ こ で、 愛 媛 県 の 学 校 教 育 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 導

入 の 実 態 等 を 調 査 し、 コ ン ピ ュ ー タ 教 育 の 動 向 に つ い て 検 討 し た。

方 法　 愛 媛 県 ・ 松 山 市 内、 高 知 県･  ia 知 市 内 の 中 学 校 技 術 ・ 家 庭 科 教 師 を 対 象 に、 平 成

２ 年 ６ ～ ７ 月、 ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 い、 コ ン ピ ュ ー タ 教 育 に つ い て の 意 識 と コ ン ピ:l    ー タ

導 入 の 実 態 を 比 較 調 査 し た。 配 布 数 （ 回 収 率 ） は、 愛 媛 県27 枚 （20 枚､-　74.1 ％ ）, 高 知 県

23 枚(  12 枚、52.2 ％ ） で あ っ た。 ま た、 平 成 ２ 年10 月、 愛 媛 県 教 育 委 員 会 お よ び 県 内 小 ヽ

中 ・ 高 校 の う ち、 コ ン ピ ュ ― タ 教 育 が す す ん で い る と さ れ ろ 学 校 を 訪 問 し、 聞 き 取 り 調 査

を 行 っ た。

結 果　 愛 媛 県 の 学 校 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 設 置 状 況 は、 平 成 ２ 年 度 現 在、 小 学 校 は193 校

(  49.2 ％) で　450 台(  1 校 あ た り2.3 台) 、 中 学 校 は130 校(81.3 ％) で489 台(  1 校 あ た り

3 .8台 ） で あ る。 中 学 校 で は、 平 成 ５ 年 度 ま で に 生 徒 ２ 人 に １ 台 の 割 合 で 設 置 さ れ る 予 定 で

あ る。　コ ン ピ ュ ー タ 教 育 を 技 術 ・ 家 庭 科 に 導 入 す る こ と に 対 す る 中 学 校 家 庭 科 教 師 の 意 見

は、 賛 成 が 愛 媛 県79 ％、 高 知 県25 ％ で.   ≪ 媛 県 の 教 師 の 方 が 意 識 は 高 か っ た。 し か し、　１

校 あ た り の 設 置 台 数 が 少 な い 等 の 理 由１こ よ り、 授 業 へ の 導 入 は ま だ す す ん で い な い 学 校 が

ほ と ん ど で あ っ た。 す で にC   A   I 導 入 授 業 が 行 わ れ て い る の は、 視 聴 覚 教 育 研 究 指 定 校 等

の 一 部 の 中 学 校 で、 技 術 領 域 の 内 容 に つ い て 実 験 的 に 行 わ れ て い る に す ぎ な か っ た。


